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 鉄系高温超伝導体の母物質 BaFe2As2の Feサイトを Ni, Cu, Zn置
換により電子ドープした Ba(Fe1-xTx)2As2 (T = Cu, Ni, Zn: T-Ba122)は、置
換量xが同じ場合、Ni、Cu、Zn置換でドープされる電子量は、Coに比べてそ
れぞれ 2、3、4 倍になると予想される。角度分解光電子分光(ARPES)を用い
た先行研究では、Co-Ba122についてフェルミ面の 3次元形状が調べられ[1, 

2]、化学ポテンシャルの変化がリジッドバンド的であることが報告されている
[1]。一方、スーパーセルに対する密度汎関数法(DFT) 計算では、Fe サイト
を不純物(Co, Ni, Cu, Zn)で置換すると、増加した電子が不純物サイトに局在
することが示されている[3]。このように、Feサイトの遷移金属置換が電子ドー
プ量及び電子構造に与える影響について、いまだコンセンサスが得られてい
ない。 

 我々は、電子ドープ型 Ba(Fe1-xTx)2As2 (T 

= Ni, Cu, Zn)の ARPES を行い、フェルミ面の 3

次元形状を調べた。Cu-Ba122は x ~ 0.044で超
伝導転移温度 Tc ~ 2 K、Ni-Ba122は x ~ 0.05で
Tc ~ 20 Kを示す[5, 6]。図 1に ARPESで観測さ
れたフェルミ面の体積から見積もった電子数を、
不純物置換により予想される電子数増加でプロッ
トした結果を示す。この結果から Ni, Cuの置換に
伴うフェルミ面の体積変化が、リジッドバンドモデ
ルからずれていることがわかる。Co-, Ni-, Cu-, 

Zn-Ba122 のフェルミ面の体積、超伝導・磁気構
造転移温度の違いについて議論する。 
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図 1: Co, Ni, Cuの置換により予
想される電子数増加とフェルミ
面の体積から見積もられた電子
数の関係。 


